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斎藤　私が常日頃考えていること

が３点あります。まず第１点は，

今回の教育課程実施状況調査は，

2002 年１月と２月に行っていま

す。比較の対象となっている前回

の調査は 1993 年から 1995 年に

かけて行われました。このタイム

スパンを考えたときに気をつけな

ければならないのは，この２つの

調査は，実質的に週４時間体制で

あった旧学習指導要領下の教育の

成果を測ったものであるというこ

高橋　「ゆとりの教育」を標榜し

た新学習指導要領が施行されて，

中学校は 2002 年度から新課程の

下で授業が行われています。新課

程では例えば必修単語が 100 語

になるとか，あるいは今までは

1,000 語程度であった中学校で教

えられる単語が 900 語程度にな

るなどしました。また英語が事実

上必修科目にはなったのですが，

時間数が削減され週３時間授業に

なったということがあります。そ

してますます実践的コミュニケー

ション能力というものがクローズ

アップされているのが中学校の状

況かと思います。一方で高等学校

の方でも新課程が 2003 年度から

始まり，内容的にはオーラルコ

ミュニケーションが従来よりも一

層重視されるという状況が生まれ

ています。

新学習指導要領が実施されて間

もないのですが，前遠山文部科学

大臣の「学びのすすめ」が出され，

早々と，ゆとりの教育から学力重

視に方向転換がされました。また

2002 年７月には「『英語が使える

日本人』の育成のための戦略構想」

が出され，大きなインパクトを与

えています。ここでは中学校ある

いは高等学校で実際に身につける

べき到達目標が具体的に示されま

した。中学校では卒業生の平均が

英検３級程度，高等学校では準２

級または２級程度，という具体的

な数値でもって目標が示されてい

ます。それが 2003 年３月になっ

て今度は「行動計画」ということ

になり，今後５年間をかけて

2008 年（平成 20 年）の時点ま

でに具体的に改善をしていくとい

うことが示されて，周辺で大きな

話題を呼んでいるわけです。新課

程が始まったばかりなのです

が，一方で英語教育を取り巻く環

境が大きく変わってきているとい

うことが指摘できます。

また，2002年に行われた小中学

校教育課程実施状況調査の報告書

がこのほど出され，教育界で波紋

を呼んでいます。英語では，並べ

替えのような作文力といいますか

文法力を要する力が弱い，あるい

は「書く」面でいいますと，自分

で３文から４文を書いたりするこ

とがあまりできていないという結

果が出ました。この調査の結果を

どうみるかというところから，中

学校で求められる英語力について

の議論を始めたいと思いますが。

実 施 状 況 調 査 の 結 果 を ど う 受 け と め る か
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とです。さて，新指導要領に対す

る批判としては，週３時間体制で

あるということや内容が３割削減

されていることなどで，こういう

ことで基礎学力は果たして身につ

くのかという指摘がされていま

す。ですからもし実施状況調査を

やるのであれば，新指導要領下の

教育と旧指導要領下の教育を比較

し，新学習指導要領ではどんな対

策をとるのかを考えるのが，意義

のあることだと思います。今回は

同じ状況の下での比較なので，意

義は少し薄れたかな，と考えてい

ます。

第２点は，感覚的なものなので

すが，現場に伺ったとき４・５年

くらい前まではよく，「コミュニ

ケーションをどのようにさせたら

よいでしょうか」という講演の

テーマが多かったのですが，それ

がこの数年は，「生徒はコミュニ

ケーション活動はそれなりに活発

にやりますが，文章を書く力が落

ちています。このままでは高校入

試や大学入試が不安です。どうし

たらよいでしょうか」というもの

に変わってきました。私もずっと

生徒たちの「書く力」については

気になっていました。「書く力」

について思い出すのは，かつての

大阪府立高校入試の Osaka is ...

の後に続けて文章を書くという問

題 で， 例 え ば，“Osaka is big. 

*Osaka I l ike.” “*Osaka love 

people.”といった解答がありま

した。これは文型が逆になってい

るのです。それから私が自分で集

め た 事 例 で は，“*I’m going to 
take you to a Itami grandmother 

home is a going.”とか，“*I am 

job is a washing the vegetable.”

“*My important is got camera 

from grandmother.”などがあり

ます。何かを書いたつもりでいる

のですが英語にはちょっとなって

いない。このような事例はいくら

でもあります。これはちょっと

困ったなあ，という感じを持って

いました。

そして第３点めとして，私はラ

イティングを重視していますが，

その理由をちょっと説明させてく

ださい。パーマーはネイティブ・

スピーカーが英語を習得していく

ときの形として４つの段階を述べ

ています。生まれたときにはまず

「聞く」，そして「聞く範囲で話せ

るようになる」段階へ移り，「聞

いて話せる範囲で読めるようにな

る」，そして「聞いて話せて読め

る範囲で書けるようになる」とい

うことです。

日本人の場合，生徒たちに実質

的にある程度のことを話させよう

とすると，まず「読むこと」が来

ると思います。例えば他の人がど

のようなスピーチをしているか，

モデルがないと自分がどのように

してよいかわかりません。つまり

読むことです。その次にモデルを

真似して「書く」ということが来

ます。現在はしっかりと意見を言

う，という実践的コミュニケー

ション能力に焦点が合わされてい

るわけだから，「書くこと」は話

す領域と読む領域を結びつける重

要な部分なのです。ここでしっか

りした文章が書けないと先ほども

指摘したように話しても書いても

むちゃくちゃな文が出てくること

になります。

「書くこと」に関連して実施状

況調査に触れたいと思います。１

年では，「『書くこと』については，

全 12 問中，設定通過率を上回る

と考えられるものはなく，同程度

と考えられるものは３問，下回っ

ていると考えられるものは９問で

あり，『おおむね良好』とはいえ

ない」ということです。そしてこ

の状況は２年も３年も同じです。

ご存知のように「読むこと」など

については「おおむね良好」がほ

とんどなのですが，「書くこと」

だけが「『おおむね良好』とはい

えない」が並んでいます。私はこ

の結果が出る前から「書くこと」

の方に注目していたものですか

ら，最初に述べたように最近変な

文章がたくさん出てきている，と

いうことがこの数字によっても裏

付けられたと感じています。

最後に加えたいのが，最初に実

施状況調査の結果が出たときに

は，私の興味と関心は「学力は上

日 滋 之

HIDAI SHIGEYUKI
（東京学芸大学附属世田谷中学校）

斎 藤 栄 二

関西大学教授。専門は英語教育学。
京都教育大学附属中校長在任中に
「総合的な学習の時間」を先導的に
試行 (1996-99 年 )。現在の最大の関
心事は基礎学力。著書に『より良い
英語授業を目指して』（大修館），『基
礎学力をつける英語の授業』（三省
堂）ほか多数。
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がったのか，下がったのか」とい

うところにありましたが，今は正

直言ってありません。ひとつには，

ここ数年実践的コミュニケーショ

ン能力が強調され，また絶対評価

なども導入されていて，求めよう

としている学力が違ってきている

ことが挙げられます。おそらく５・

６年前と最近でも微妙に違ってい

るものを同じ尺度で測って，「上

がった，下がった」という議論を

してもあまり意味がない，という

ことです。それよりは，これから

みんなでがんばって生徒たちに

しっかりとした基礎学力をつけて

やる，というそちらの方に力を入

れようということです。

高橋　このところ評価の観点が変

わってきて，「関心・意欲・態度」

とか「量的評価」，fluency といっ

た尺度が今までよりも重視される

ようになりました。したがって，

「話すこと」はもとより「書くこと」

においても accuracy の部分が軽

視されるようになってきたのかも

しれません。つまり，文法的には

かなり問題のある英語であって

も，一生懸命に話したり書いたり

する態度は評価が上がるのかもし

れないと。もっとも「書くこと」

については，「書くこと」の時間

が十分に確保できていないのかも

しれません。それでは，実施状況

調査に直接携わっていらした日

先生は結果をどう受けとめます

か。

日 　今回まとめられた実施状況

調査の結果ですが，この中で，私

たちが気づかなかったことがある

意味で浮き彫りにされたというこ

とがあります。その一点は，斎藤

先生がお話しされた通りで，「書

くこと」では，１年，２年，３年

それぞれに，「『書くこと』では『ト

ピック指定問題』，『条件指定問

題』，『文構造理解問題』のいずれ

においても『おおむね良好』とは

いえない」という記述があります。

「『おおむね良好』とはいえない」

というこの事実であり発見が，実

際に授業をしている私たち教師に

どれだけ意識されていたか，とい

うことがまずひとつあると思いま

す。こういう調査が行われて初め

て，設定通過率といった規準から

みたときに，おおむね良好とはい

えないんだ，という事実がわかっ

たわけです。そういう意味では，

どうしてそういう状況が生まれた

のか，ということを考えてみるひ

とつのきっかけになったと思いま

す。学習指導要領にもありますし

当然のことなのですが，中学校で

は「聞くこと」「話すこと」を重

視した授業が行われています。公

開授業に行っても「聞くこと」「話

すこと」の授業が前面に押し出さ

れているという意味では，全国

津々浦々「聞くこと」「話すこと」

重視の授業が多いということにな

ります。その一方で，「書くこと」

の指導とうまく連携されていない

ため，「『おおむね良好』とはいえ

ない」という結果が出たのだと思

います。実際，「書くこと」にお

いては子どもたちの個人差が非常

に大きいと思います。例えば黒板

に授業のまとめとして２・３行書

いても，子どもたちが自分のノー

トに書き写す速度は非常に個人差

が大きくて，あっという間に書き

終えてしまう生徒もいれば，もの

すごく時間のかかる生徒もいるわ

けです。ですから，これは制度的

な問題もありますが，週３時間と

いう限られた時間の中で書く活動

に時間を割きにくい現実があると

思います。書く活動はやっぱり時

間がかかるのです。現在の週３時

間体制の中では，書く時間が確保

しにくいので，この状況は続いて

いくのかな，という気がしていま

す。しかしそれではどういう対策

を立てたらよいのか，ということ

は別にあると思います。

「書くこと」というのは非常に

授 業 の 中 の 「 書 く こ と 」 の 位 置 付 け

高 橋 貞 雄

玉川大学教授。専門は応用言語学・
英語教育学。言語習得論，教授方法
論，外国語教材論などに特に力を入
れている。現在，大学英語教育学会
（JACET）の役員としても活躍中。
著書に『ロングマン応用言語学用語
辞典』（南雲堂），『外国語の教え方』
（玉川大学出版部）ほか。
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accuracy を測られるものです。

実際に会話で話をしている段階で

は，言いたいことはわかるのです

が，実際書いてみると，ことばは

悪いのですが「ぼろ」が出てしま

います。「話すこと」の実施状況

調査というのはないのですから，

そういう意味では残念ではあるわ

けですが，「書くこと」というの

は非常に accuracy が求められる

ので，厳しく評価されたときには

下がってしまう，ということがい

えると思います。「『おおむね良好』

とはいえない」という結果を振り

返ったときに，自分の授業の中に

いくつか原因として思い当たる節

があるなあ，という気がしました。

高橋　実施状況調査の結果で，い

わゆるメカニカルに Yes. や No.

で答えるような問題はよくできる

けれども，それ以降踏み込んでで

きない，という感じもします。ラ

イティングの授業というのは時間

がかかるということですが，実際

に授業をなさっていて，自己表現

活動としての書く活動をどのよう

にされているのでしょうか。

稲岡　授業で取り上げた話題につ

いての感想を書かせたり，ター

ゲット文をモデルにして自分につ

いて書かせたり，また，授業のノー

トとは別に創作ノート（Creative 

Writing Notebook）を持たせて，

自己表現活動としての書く活動を

させています。創作ノートに書か

せる作品はだいたい各学期に２つ

くらいで，タイトルとしては

“Speech‘I’”，“My Friend”，“My 

Story”，“My Dream”など，生徒

にとって身近な話題で文を書かせ

るようにしています。「書く活動」

についても積み上げながら３年間

続けていくことが必要だと思いま

す。やはり３年間という長期戦で，

先生がまず，「生徒にこの１年間

でこんなことをできるようになっ

てほしい」，と考える必要がある

と思います。第１学年から第３学

年まで，それぞれの学年の目標を

立て，自分の生徒の長期的な展望

をもった上で指導していくことが

とても大切だと思います。その大

きな目標に沿いながら，よりよい

活動を授業の中に取り入れていっ

たらよいと思います。私の学校で

は中１，中２の英語と数学の授業

に少人数制を取り入れており，１

集団が20人以下になっています。

その日のターゲット・センテンス

を黒板に書いて，生徒はそれを

ノートに写します。また，その文

を利用して，自分に関する文を書

きます。日 先生もおっしゃった

ように個人によって書く速度は違

うのですが，この人数ですと一人

ずつチェックをしていくことがで

きます。今２年を担当しています

が，aが oになったり，生徒はま

だ写すことだけでもままならない

のです。本当にいろいろな子ども

がいます。だから「これは間違っ

ていない？」とか「これは何を書

きたかったの？」などと，個々に

指導しています。また，クラス全

体に共通して指導する必要があれ

ば，「みんなここでよく間違って

いたね」といったフィードバック

をします。例えば，「内容はよかっ

たけれど，羅列的で少し箇条書き

のようだったね。もう一文加えて

次の話題に移ったらもっとよかっ

たね」などというコメントが大切

だと思います。

高橋　特に「書く」ということに

おいてはフィードバックが非常に

大事ですね。また少人数制授業が

増え，きめ細かな指導ができる可

能性が出てきたんですね。今，稲

岡先生から各学年の目標，中学校

の目標，といったお話がありまし

たが，多くの場合，中学校で途切

れてしまいます。中学を卒業しま

すと，今はほぼ全員が高等学校に

高 校 に ど う 引 き 継 ぐ か

進学しますので，英語の授業・目

標が一貫して高等学校の方に引き

継がれなくてはならないわけで

す。しかしそれがうまくいってい

ない可能性もあるのではないかと

稲 岡 章 代

兵庫県姫路市立神南中学校教諭。優
れた授業実践によって 2000 年度
パーマー賞を受賞。生徒の表現力を
伸ばすための様々な工夫を積み重ね
ている。授業の様子は 2003 年 11 月
ＮＨＫ教育テレビ『わくわく授業』
でも紹介された。
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思っていますが，いかがでしょう

か。

辻本　高等学校では，入学当初は

学校間の格差や生徒の学習への意

欲の差があります。「英語はもう

たくさんだ」と言う生徒もいます

が，成績に関係なく「海外旅行を

してみたい」「留学をしてみたい」

というように英語に対する興味は

高まっており，留学に関する情報

にも関心が集まっています。こう

いった背景もありますので調査の

中に「話すこと」もどうにかして

盛り込まれるとよいと感じまし

た。それから先ほどから「書くこ

と」の力がついていない，という

ことが取り上げられていますが，

実施状況調査の問題を見ますと，

「聞く」「読む」「書く」の順で，

問題が難しくなっているように思

います。私の感じではリスニング

の問題はおそらく簡単にできるだ

ろう，リーディングの問題につい

ても文章も短いし語彙も非常に

ベーシックなのでできるだろう，

と思います。しかしライティング

の問題には，都立高校の入試問題

にあるような自由英作文の形式が

含まれています。例えば，「夏休

みにするつもりのことを書きなさ

い」とか，あるいは「自己紹介を

しなさい」といったものです。つ

まりライティングだけは中学の１

年から高校入試のレベルになって

いるのではないかと思われます。

そういう意味では「書くこと」に

ついての高い能力が求められてい

る，という感じを受けました。実

際，高校の生徒はどうかといいま

すと，「話すこと」に関しては生

徒は積極的です。10 年くらい前

に比べると物怖じせずに ALT に

ひと言だけでも話しかけたりと

いったように，コミュニケーショ

ンをしようとする態度は培われて

きていると強く感じています。学

習指導要領にも中学と高校は同じ

ような目標が設定されています。

言語・文化を理解するということ

と，積極的にコミュニケーション

を図る態度，については共通です。

コミュニケーションに関しては中

学校では日常生活のレベル，高校

はもう少しハイレベルということ

ですが，この中高で求められてい

るコミュニケーション能力の差が

明確でないように思います。「戦

略構想」にも英検３級，英検準２

級と書いてありますが，それぞれ

の級の語彙数や文法の中身がどう

なっているのか，またどのような

言語材料をどの程度まで中学校で

学習しているかなど，細かいとこ

ろまでは高校側がわかっていない

場合もあります。中高連携がずい

ぶん前から話題になっていますけ

れども，どのように引き継いでい

くかということに関しては検討し

なければならないこともたくさん

あると感じています。高校１年生

の段階では，生徒たちがどのくら

いのレベルにいるのかを探りなが

らスタートして，２～３カ月して

ようやく生徒たちの実状を把握で

きるという気がしています。

高橋　「探りながら」というあた

りが，中高ではかなり大きな問題

になっているのではないかと思い

ます。中学校の先生からしてみま

すと，自分たちが送り出した子ど

もたちが高校で果してどう扱われ

て，どうなっていくのか，逆に高

校の先生の立場からは，中学校で

はどんな教育をして子どもたちは

どんな学びをしているのだろう，

と。ここが非常によくわからない

のではないでしょうか。ここ数年

間高校に入ってくる子どもたち

に，学力という点で質的・量的に

変化は見られますか。

辻本　たくさん読むことや正確さ

を求めるとつまずきがあるようで

す。でも最近は多くの学校で行わ

れているスピーチといった活動で

は，生徒たちは原稿を何度も書き

直すなど，非常に一生懸命に取り

組みます。ですから書こうとする

意欲や話そうとする意欲，あるい

は話すために書こうとする意欲は

ありますが，読もうとする意欲と

いうのはどちらかというと昔より

落ちているように感じます。

辻 本 千 鶴 子

東京都立南高等学校教諭。生徒が興
味と意欲をもって学習に取り組める
授業を目指している。1995 年文部
科学省英語教員海外研修プログラム
でコミュニケーション能力育成につ
いて研修。著書に『高等学校学習指
導要領の展開（総則編）』（明治書院），
『全英連高校生の英単語』（東進ブッ
クス）

P R O F I L E
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高橋　そうしますとそのような点

から中学校の状況が少し透けて見

えてくる，ということかもしれま

せんね。実施状況調査に絡めて基

礎学力についてお話をしていただ

いてきましたが，少し基礎学力そ

のものに話題を変えたいと思いま

す。基礎学力とは一体何なのだろ

うか，これをどうとらえ，どのよ

うな手だてをしているのか，とい

うことを伺いたいと思います。基

礎学力といったときに，どう定義

しますか。

日 　具体的なものとして，教科

書の中の基礎・基本は何かと問わ

れたら，私はキー・センテンス，

それから語彙，あるいはその語彙

をどう発音するのか，意味がわ

かって教科書本文を読めるかと

いったところが該当すると思いま

す。もっと大きくいえば，その基

になっている学習指導要領だと思

います。しかし，バットの素振り

ばかりやっていても野球が上手に

なるかといえば，そうではありま

せん。バットの素振りをやって，

そして実際に試合をやってみると

野球が上手になっていく，という

ことだと思います。バットの素振

りばかりをやっていても，壁に

ボールを投げて跳ね返ってきた

ボールを受ける練習をしていて

も，それは基本ではあるけれども

実際には試合をしなければ野球は

上手にならない，ということがあ

ると思います。英語の授業の場合

であれば，mechanical drill とい

うものがありますがこれをやりな

がら meaningful な drill を やる，

あるいは meaningful な drill をや

りながらまたmechanical drill に

戻るという，この繰り返しをして

いかないとやはり基礎的な力は確

かなものにはなっていかないので

はないかと思います。どこまでが

基礎・基本かと問われると教科書

に載っているキー・センテンスで

あり語彙である，といいつつも，

それを使い込んでいく中で基礎的

な力が徐々についていくのかな，

と思っています。

高橋　基礎学力を定義するのは結

構難しいですね。それでも先生方

は授業をされるときに基礎学力を

意識しながら子どもたちと接して

いると思うのですが，例えば音声

の視点から基礎学力を問うとどう

とらえることができるでしょう

か。あるいはそもそも子どもたち

は自分たちが求められる基礎学力

は何であるのかを知っているので

しょうか。

稲岡　子どもたちは日頃の授業

で，「今日はこういうことができ

るように練習しましょう」という

目標を聞いているので，自分たち

が求められている力とはどういう

ものかをわかっていると思いま

す。音声の視点から見た基礎学力

と言えば，日本語と違って，英語

の持つ独特の発音やリズムを理解

し，また使える，ということだと

思います。同じ文でも，場面によっ

て表現の仕方も違います。それを

音声面で知っていて，対応できる

ということも大切です。

高橋　そうしますと，場面に対応

する力も基礎学力に入るというこ

とですね。高等学校では基礎・基

本や基礎学力というものをどのよ

うにとらえて指導されています

か。

辻本　私たちも「基礎・基本は大

切だ」「基礎・基本ができていない」

などと言いますが，このときの基

礎・基本というのは４技能ごとに

少し違ってくると思います。原則

的には中学で基礎・基本を学習し，

その上に立ってさらに学んでいく

のが高校の立場です。しかし実際

の授業で生徒と接しますと，基本

的な中学校の教科書レベルで取り

上げられていると考えている構文

や語彙，語順が身についていない

ときや，文法的なことが定着して

「 基 礎 学 力 」 を ど う 考 え る か
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いないときがあり，このような時

に「基礎・基本ができていない」

ととらえていると思います。

高橋　最終的には根っこの部分で

応用する力も含めて文法が身につ

いているかどうか，ということが

問題になると思います。大学でも

「再習英語」や「再修英語」が必

要なのではないか，ということが

話題になってきています。おそら

く高等学校でも迎え入れた子ども

たちを見て「やり直し英語」とい

うようなことで苦労されているこ

とがあるかもしれませんね。

斎藤　基礎学力の定義は私の場合

ははっきりしています。基礎・基

本という土台の上に，応用という

コミュニケーション活動が乗っか

ります。最近では応用で発揮され

るコミュニケーション能力も基礎

だ，という考え方があります。全

体的には賛成なのですが，この考

え方では基礎・基本が一体何であ

るのか，という議論がぼやけてき

て，基礎・基本をつけるための努

力とかストラテジーが欠けてきて

しまうのです。したがって基礎・

基本と応用は分けて考えた方がよ

いでしょう。私は基礎・基本は

statement であると考えています

が，文法の中心も絞りきったら５

文型に行き着くと思います。This 

is a pen. と言わないと意味は通ら

ないということです。Is a pen 

this. と言われてもわからないの

です。正しく１つの文型にした

がって単語を並べ替えることがで

きる力が基本だと考えています。

中学の場合ですと，キー・センテ

ンスをいくつ生徒が習得している

かが勝負になります。この５文型

を支えるために，単語があったり

どう読むかという発音があったり

するわけですが，あくまでも中心

は５文型ということになります。

そして自分が習得しているものの

中から必要に応じて出していける

か，ここが重要になってきます。

頭の中では基礎・基本と応用であ

るコミュニケーション活動を分け

て考えますが，実際には日 先生

が先ほど指摘されたように，基礎・

基本と応用の間を行き来すること

が必要になります。どちらか一方

を偏ってやっていてもだめです。

ショート・テストなどを活用した

りしながら５文型を定着させた

り，教科書を「食い尽くす」よう

に Pair shadowing や Read and 

look up などで読むなど，音声を

通じて英語の頭にするということ

です。中学校の教科書はキー・セ

ンテンスの集積でできています。

キー・センテンスを一つひとつ確

実にしていくことが４技能の基盤

になります。ですからキー・セン

テンスをしっかり習得して積み上

げていく努力をしませんか，とい

う提案を私はしたいと思います。

高橋　「『英語が使える日本人』の

育成のための戦略構想」および「行

動計画」では，より一層「わかる」

だけでなく「使う」ということが

強調されています。これを基礎・

基本の考え方と合わせて考えた場

合，中学では何が求められ，そし

てそれにどう応えていったらよい

のでしょうか。

稲岡　中学校では，コミュニケー

ションに必要な基礎・基本を学ぶ

わけですが，学習したことが「わ

かる」というのは，頭の中で「知

識として理解できている」という

状態でしょう。ですから次に，そ

れらを活用できるようになる練習

をすることが必要となります。授

業で生徒にとって身近で具体的な

場面を設定して，学習したことを

「実際に使う」経験をさせながら，

コミュニケーション能力を身につ

けさせることが求められていま

す。例えばクイズ・ショーやスピー

チ・ショーをしたり，ペアやグルー

プでスキットやドラマの発表もい

いでしょう。友だちの誕生日プレ

ゼントを買う場面の会話を創作・

発表しあったり，各自で送る相手

を考えさせて，手紙や Eメール

を書いて実際に相手に送らせた

「 戦 略 構 想 」「 行 動 計 画 」 を ど う 受 け と め る か

り，詩や歌を作らせて発表会をし

たり，生徒にとってわくわくする

ような活動がいいですね。クラス

のみんなに聞いてもらおう，とか

自分の思いを英語を使って表現す

る，という活動ほど楽しいことは

ないでしょう。コミュニケーショ

ンには「相手」が必要です。相手

の存在を意識すると「理解できて

いた英語」が「生き生きとした使

う英語」に変わっていくと思うの

です。生徒は「英語は使うために

学ぶんだ」「新しく習った表現を

使ってみよう」「英語をもっと使

えるようになりたい」と意欲的に
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なってきます。教師も普段から英

語を使って生徒とのやりとりを楽

しみながら授業を進めたり，ALT

を大いに活用して，よき英語使用

者としてのモデルを示したいもの

ですね。

高橋　やはり子どもたちの発話を

促したりするためには，基礎・基

本としてのツールである言語と場

面・題材が重要で，これがあって

初めて英語を使う機会を与えるこ

とができる，ということになるの

ですね。中学校では「戦略構想」「行

動計画」をどう受け止め，対応し

ていこうとしているのでしょうか。

日 　「行動計画」の目標には中

学校卒業段階で英検３級程度の英

語力をつける，という非常にわか

りやすい設定があります。この英

検３級という目標をひとつの例と

して出してくれたことで，私たち

がやりやすくなる面も出てくるの

ではないかと考えています。ひと

つは子どもたちの側からみたとき

に，英検３級という目標に向かっ

てモティベーションを高めながら

学習をすることができるというこ

とです。また，中間・期末考査の

試験問題を作成する時に英検一次

の筆記テストとリスニングのテス

ト形式をテスティングのひとつの

ひな形として参考にすることがで

きるのではないでしょうか。また

スピーキングの場合であれば，英

検で行われている二次試験の手法

が参考になるかなと思います。で

すから「行動計画」の中に英検３

級ということが入ってきたことに

よって，学習者にとっては，何を

どこまで勉強したらよいのかがあ

る程度明確にされたということ

と，教師にとってもどういうテス

ティングをしたらよいか参考にす

ることができるかな，と思います。

またテスティングが決まってくれ

ば，どういう授業をしたらよいか

少しみえてくるかな，と思います。

高橋　高等学校の側が中学校に期

待する授業とか，期待する内容と

いった示唆がありましたらお願い

いたします。

辻本　先ほども申し上げたよう

に，基礎・基本というのでしょう

か，基本的な語彙を用いて簡単な

構造の英文を，例えば「この映画

を見て楽しかった」というような

ことが表現できれば，これを土台

にして発展させていくことができ

ると思います。それはつまり，私

たちが働きかけたときに思い出し

てくれる程度に基本的なことが定

着していれば，またそこからさら

に発展させていくことができると

いうことです。そのためにはもち

ろん私たちも中学でどのように何

を学んできたのかということを知

らなければなりません。それから

生徒が英語嫌いにならないで先へ

進んでくれると，どこから戻って

やり直しても，難しいことをやっ

ても，くじけずにやり遂げること

ができます。「できた」とか「わかっ

た」という達成感を身をもって体

験してクラスの中にそのような雰

囲気ができると，長い文章を与え

ても友だち同士で助け合って進ん

でいくことができます。反対にそ

れができないと，今の生徒にはす

ぐにあきらめてしまうところがあ

ります。

高橋　今のお話の中で「定着」と

いうことばが出てきました。コ

ミュニケーション活動でゲームを

やるような経験はしたけれども，

それが定着していなくていざ，高

校でやろうと思ったときに引き出

すことができない。そういう面で

は中学では，斎藤先生のおっ

しゃった５文型を含めて，高校で

引き出すための在庫作りが必要と

いうことになると思います。

さて，この「戦略構想」および「行

動計画」との関連で英語を「使う」

ということについて議論をしてき

ましたが，ここで斎藤先生から，

私たちはこの２つをどう読めばよ

いのか，何を気をつければよいのか，

という示唆をいただけませんか。

斎藤　私はこの２つを積極的な意

味でとらえています。今回はただ

一点，「スピーチのできる生徒を

つくろう」ということを言いたい

と思います。難しいことをする必

要はありません。Show & Tell か

らでよいのです。スピーチができ

日 滋 之

東京学芸大学附属世田谷中学校教
諭。長野県，東京都の公立中学校を
経て現職。2002 年に英検の「準２
級，２級講座」を担当。コーパスを
使った語彙研究から中学校の英語教
育に切り込んでいる。平成 13 年度
教育課程実施状況調査委員。著書に
『英語力はどのように伸びてゆくか』
（大修館）ほか。

TEACHER’S PLOFILEP R O F I L E
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高橋　「戦略構想」および「行動

計画」で中学校の到達目標として

英検３級ということが出されまし

たが，「～が身についた」とか「～

ができる」という成果も大切です

が，そればかりに焦点を当てすぎ

ているように感じています。中学

校に入って英語に向き合う子ども

たちはその後高等学校に進んでさ

らに英語との付き合いを続けてい

くわけですが，結果としての英語

の学力ばかりを重視することは問

題ではないでしょうか。中学校段

階での英語との向き合い方や学習

の仕方といった，異文化理解や学

びのプロセスをないがしろにして

はいけないと考えるのですが。

稲岡　中学校の年代というと子ど

もたちはいろいろなことに興味を

持ちますが，一方で不安感を抱い

たり挫折も経験しながら，周囲の

期待に応えようと一生懸命なんで

す。私は子どもたちに夢や希望，

そして自分に誇りを持ち，学ぶこ

とを喜びと感じてほしいと思って

います。それができる子どもは自

分と違う文化の人たちや，ことば

の異なる人たちとも心を開くこと

ができるものです。自分と向き合

いながらほかの人たちとの向き合

い方を学んでいく。それをどのよ

うに培うのかというと，ずっとた

どっていくとそれは「わかる授業」

に行き着くと思うのです。「わか

る授業」を通して学力をつけると

いうのは，生き方を探る力をつけ

ていくことでもあります。授業は

元来人間同士の触れ合いですよ

ね。教師も，「クラスのたくさん

の生徒ができていないのは授業が

だめだったからなのではないか」

と振り返って日夜悩みながら授業

研究をするわけです。やはり「わ

かる授業」を創っていくのは生徒

と一緒でないとだめなんだな，と

考えています。

日 　もし「中学生の何パーセン

トが授業をわからない子どもたち

なのか」と問われたとき，なかな

か答えられないと思います。実施

状況調査には，わからない子ども

たちが 20％を越えている，とあ

ります。私はこのデータはひとつ

の問題提起だと受けとめていま

す。子どもたちは授業がわかれば

学校が楽しくなる，ということを

私たちは経験からわかっています

から，そういう意味では「わかる

授業」をすることは本当に大事な

ことだな，と思います。

それからやはり実施状況調査の

データの中に，家庭学習について

調べた項目があります。これにつ

いても，家庭学習をしていない子

どもたちが一体どれくらいいるの

かと問われたときに答えられる教

師はどのくらいいるでしょうか。

平日の家庭学習の時間は，塾で学

習する時間なども含めて，１時間

未満が中１で 46.2％，中２で

47.4％，中３で 23.7％だそうで

す。週３回の 50 分授業で１時間

未満の家庭学習しかない，という

ことで英語が身につくか，といわ

れたときにやはり答えは出ている

と思います。

子どもたちをどう学ぶというこ

とに向き合わせるのかということ

は大切な問題だと思います。つた

ない実践ではあるのですが，私の

場合はラジオ講座を聞かせて月末

にその記録を提出してもらってい

ます。また，最近では行事があっ

たりして３連休になることもあり

ますので，このように休みが続く

ときは書く活動として日記を書か

せる課題を出すなどしています。

２年であれば 100 語，３年であ

れば 150 語という目標を与えて

書かせるようにしています。自立

した学習者を育てるためにも家庭

での学習と授業との連携をどのよ

うにつくっていくのかが大事だと

思っています。

高橋　今日は示唆に富んだお話を

たくさん伺うことができました。

子どもたちの視点に立った英語教

育をやっていく，ということでは

一致していると思います。中学校

で求められる英語力は多岐にわ

たっていると思いますが，今日は

その中のいくつかの点について掘

り下げられたかと思います。あり

がとうございました。

（2003 年 10 月）

た後にでも，個人の意見をクラス

の前で発表させるなど，自己表現

の場を保障することが大切です。

る生徒は割と実質的な内容をもっ

た会話ができます。しかし会話が

できる生徒はスピーチができると

は限りません。そしてスピーチの

できる生徒はディスカッションも

できます。ディスカッションをし

求 め ら れ る 学 力 と 「 わ か る 授 業 」


